
びのルールがわかるようにす愚た釣に…

(學な鐘Ｊ ｌＩ幟臺蝿司な状態？ なぜそ罰灘るの？

ゲームの'何が楽しいのかがねから蔵し)こ

とや、臨機応変に対j１iiiすることが難しい。
友だちと遊んでいるうぢに、￣

けんかやトラブルになって
しまう。

ゲームのルールや作戦を理

解することが苦手で篭茂だち

に非難されるのを嫌だと患

ってしまう。

ゲームのルールや作戦を睡

反だちの遊びに参加しな

いで一人で好きなこと蓬

しだいうろうろしだり
している。

｛｛（」愚 運動機能の困難さの

だめに参加しない。

途中で遊びから抜けて

しまう。
臣

身体に触られること

に過敏である。

11瀞総卜１支援のポイント

ｏゲームのルールや遊び方、順番などをカードに書いて、
前這って説明する。

○勝つ臆り員げだりすること蓑受け入れることができるよ

うに、適切な行動の仕方について、せりふ等蓬示しておく。

●反だちとのけんかやトラブルで興薑している時は、気持ち
萱落穆書かせる場所と膳間蓬用意する。

○本人の気持ちが落ち善い定ら、十分話蚕聞いて、視覚的に
：Eiがるように情報蓬整理して、どうすればよかっだか蓬一緒
に誓える。

○苦手意識が強い場合には、無理に同じ遊びに参加させな
い。

Ｏ参加しやすいルール蓬みんなで害えて決めJ愚。 ノ！;霊 近■.

Ｌ=ｄｚ０ 

－３Ｅ－ 

⑮遊びのルールがわかるようにするた駒に…

どんな状態？ なぜそうなるの？



塵 ■ 友だちとのやり取り篭たのし<するために…

L萱ぜそうなるの?１|どんな状態？Ｉ ぜそうなるどんな状態？

感覚が過敏で、叩かれたわけではな

いのに、叩かれだように感じる。人の話を聞こうとせず､一方的に

しゃべろうとする。

人の動作の意味が読めな

いだめに､勘違いをする。

人の動作の意味が詩

Ⅱ 

相手を傷つける言蔓

がある。 言葉の使用が困難葱

だめに状況や場に

応じた会話が苦手で

ある。
＞０ 

二 つ
友だちのささいな

冗談を本気にし

て、怒る。
○ 

▽ ○ 
過去の不快な記憶が

フラッシュバックし、

現在起こっているか

のように感じる。

○
○
 

|支援のﾎﾟｲﾝﾄＩ支援のポイント

○会話のルールを教える。

○相手を傷つけるような発言在したときは、その都度相手の
気持について考えさせる。

○質問してよい時間在約束し尼Ｄ、同じ質問を繰り返してい
る時は、シールなど蓬用いて、回数が本人にもわかるように
する。

○フラッシュバックが原因と思われるときには、その内容に
ついて、本人の悔しい気持ち在受け止め、思い出してしまっ
たことに理解在示しだ上で、今の状況とは関係ないことを理
解させる。 ′ＩＦ露

０F■ザ｡▲Pq
USU■甲一U

兵ｈｐ■zBL

獣埠会i:極

ロ

－３６－ 

伏況に関係葱＜、

同じ質問を繰り返

す

ﾌﾞｧｸﾞ 



園 －１ 気持ちのコントロールをするために｡｡。

|なぜそうなる可|どん鰍襲？１ なぜそうなるな状襲？

自分の行動を抑制する力が弱い

だめに、思いつくとすぐ行動し
てしまう。

突然大声を上げ疋叺かんし

ゃくをおこす。

乱暴な言動や危険な行

動をとる。

解決の手段として、目立つ

行動で注目を集める方法

を学んでいる。

指名されてい種い

のに､勝手に自分の

言いたいことを言

つ。

ハハ
００ 
こ

、ご‘

自分のやりたいこ

とができないとイ

ライラしてるのが

表'情に表れる。

幼児期の愛情不足､虐待、

放置などが原因になって

いる場合がある。

｜支援のﾎﾟｲﾝﾄ’
○肯定的な言い方や自己決定できる余地を残した言葉かけを
する。

○授業に参加できないときは､他の子どちの様子を離れて見る
ことから始めさせ、参加できだら褒める。

○ソーシャルスキル巷使って、具体的葱方法在教える。

○感情のコントロールができないことで〈自分自身を否定する
ことがないように励ます。

支援のポイント

○適切に行動できだ時のことを自覚させ、褒めることで正し

い行動在強化する。

○ｸｰﾙﾀﾞｳﾝのため､刺激の少ない場所に行ってよいこ霧を認める。 蕊譲

－３７－ 


